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1)池m研二 ･幻m絞(以上 岐大 ･医)との共同研究.
じ研型と形.QB.な和するが,桝成繋訳であるTl'相の大きさ
はニホソザルに比しやや小さいo組純化学的にもほぼ同
所見をilF7TLL,耶成成分は抗日Tfである｡
小脳-視床一適合預投射の栂能に関す る研究2)
佐々木和夫 (京大 ･医)
軽いネソプクール妹軒下のアカ〆1)･'ルな用いて,小月絹
枝の叩一花気刺批により大脳Lkhilに禿呪する応芥を比TI
茨両の和犬花押と皮TfrJlに刺入したガラス微小花押によ
り分析した｡-.1'郡のり湖 では.祝脚こも刺放ILtI稀を定位
的に挿入し,小脳核刺故とのr叩迎において皮Ti応芥の抽
話寸を試みた.主なもfi-nミほ次の如くである.
1) 小脳核の刺i馴こより大隅比TIに現れる応料 t,運動
侃(節4及び6TP･)とmLm灘iL!令例 (卯5野)に択nl7)し
ている.筏者は97･;-i;･叩により瓜近ネコで兄ILほ れた応答
に対応するものである｡
2) 運動領に現れる応答は主として反対側′川削.位核と
外側核刺撤により苑現し.抑 こ外側核刺故により運動餌
の下部 (外側珊)に軟く現れる.小脳内側核の影野は反
対側運動何上部に現れるが,あまり著明でないことも多
い.野iFl柴の応料 土中附内側核刺故により発現し,刺激
と反対側に智明であるが,同側にも認められる｡
3) 微小TE梅による大脳皮質屑的フィー ルド電位の分析
により,運動領に現れる小脳外側核からの応答はm岬約
3msecの衷屑陰性変動であり,茨両から1,CKX)～1,500/i
の附近で陽性に逆転する変累が主である｡小脳内側核刺
激による応答にも上記の更新が認められるが,それに寿,'1
2)川口三郎 (京大 ･医)･久保m枕(㍊r<研)･刑)HJl三
樹 (京大 ･理)との非同研究｡
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